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三沢市教育委員会 令和２年度 １２月定例会 

 

  １ 日  時  令和２年１２月２３日（水） １４時５６分 開会 

                        １６時１１分 閉会 

   

  ２ 場  所  三沢市役所 別館４階 第１研修室 

   

  ３ 出席委員 

    教 育 長                 冨 田   敦 

    委   員                 立 花   肇 

    委   員                 相 沢 靖 恵 

    委   員                 黒 沢 のぞみ 

    委   員                 本 江   宏 

   

  ４ 出席職員 

    教育部長                  小 泉 厚 子 

    教育総務課 課長              種 市 明 人 

    教育総務課 副参事兼課長補佐        佐 藤 英 一 

    学務課   課長              村 上 輝 仁 

    学務課   課長補佐            田 代 まゆみ 

    学校教育課 課長              太 田 浩 之 

    学校教育課 課長補佐            江 渡   勇 

    生涯学習課 課長              山 本 京 子 

    学校給食センター 所長           小 島 一 人 

    学校給食センター 所長補佐兼施設係長    宮 古 順 一 

    教育総務課 副参事兼課長補佐（書記）    今 村 多美代 

    教育総務課 教育総務係長          鳴 海   拓 

   

  ５ 傍聴者  ２名 

   

  ６ 議事日程 別紙のとおり 
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【別紙】 

  

  三沢市教育委員会 令和２年度１２月定例会 議事日程 

    

   第１ 開会 

    

   第２ 会議録署名委員の指名 

    

   第３ 会期の決定 

    

   第４ 前回会議録の承認 

    

   第５ 報告案件 

    報告第１７号 令和２年三沢市議会第４回定例会について 

    報告第１８号 令和３年度教育委員会主要事業に係る当初予算要求について 

    報告第１９号 三沢市立図書館指定管理者の指定について 

    報告第２０号 三沢市大空ひろば指定管理者の指定について 

    

   第６ その他 

    

   第７ 閉会 
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   開会   １４時５６分 

                   

○日程第１ 開会 

  

■冨田教育長 

 出席委員は定足数に達しておりますので、委

員会は成立いたします。 

 ただ今から、令和２年度１２月定例教育委員

会を開会いたします。 

 会議に入る前に、先日、三沢市長から教育長

再任の辞令をいただきましたので、一言ご挨拶

をさせていただきたいと思います。 

 １２月定例議会におきまして、再任をさせて

いただきました。これもひとえに教育委員会事

務局スタッフの皆様、学校の教職員、そして連

合ＰＴＡをはじめとする保護者の皆様のご理

解とご支援の賜物と感謝をしているところで

ございます。 

 お陰様で、３年が過ぎ、課題を抱えながらも

少しずつ色々なことが前に進みつつある感が

私はしているところであります。これからの３

年間は、今年スタートした教育振興基本計画の

浸透を子供たちの姿を通して、地域や保護者の

皆様方に示していければ良いと思っておると

ころでございます。 

 引き続きよろしくお願いいたします。 

  

 それでは、お手元に配付してある議事日程に

より、会議を進めます。 

  

                   

○日程第２ 会議録署名委員の指名 

  

■冨田教育長 

 会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、立花委員と本日最後の定

例教育委員会であります、相沢委員を指名いた

します。 

 よろしくお願いいたします。 

  

                   

○日程第３ 会期の決定 

  

■冨田教育長 

 会期についてお諮りいたします。 

 会期は、本日２３日の１日でよろしいでしょ

うか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 それでは、本日の１日といたします。 

 

                   

○日程第４ 前回会議録の承認 

  

■冨田教育長 

 前回会議録の承認についてお諮りいたしま

す。 

 前回の会議録は、お手元に配付しております

が、会議録のとおり承認としてよろしいでしょ

うか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、承認といたします。  

  

                   

○日程第５ 報告案件 

  

■冨田教育長 

 続いて、報告案件に移ります。 

 報告第１７号 令和２年三沢市議会第４回

定例会についてを議題といたします。 

 事務局より、説明をお願いします。 

  

■教育部長 

 私からは、「令和２年三沢市議会第４回定例

会」の教育に係る一般質問の答弁内容について、

概要をご報告いたします。 

 今回は４人の議員さんから合わせて５点質

問がありました。 

 初めに、西村議員からの「少人数学級への転
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換」については、今後も、少人数学級の実現に

向けた要望を続けるとともに、当市独自の支援

体制をより充実させ、子供たちの学びを保障す

る指導体制の整備に努めて参りたいと答弁い

たしました。 

 次に舩見議員からの「ＬＧＢＴＱいわゆる性

的マイノリティとされる方々への理解と支援」

の学校教育での取組みについては、全ての児童

生徒が安心して学校生活を送ることを第一に

考え、学校のみならず、家庭、地域そして関係

機関等との連携を深め、共生社会創成の基盤づ

くりという視点も大切にして、学校教育の充実

に努めて参ります。と答弁いたしました。 

 次に春日議員からの第１点目「ヤングケアラ

ーへの支援」については、今後、厚生労働省が

行う全国的な実態調査と並行して、ヤングケア

ラーという観点を加えながら、児童生徒の現状

をより一層きめ細かに把握して行くとともに、

ヤングケアラーの概念を教職員が学ぶ機会を

つくる必要があると考えています。 

 児童生徒が過度な介護等で時間をうばわれ

ないようにするため、学校、家庭、地域そして

関係機関等との連携を深めながらヤングケア

ラーの児童生徒にも学びの時間を保障できる

ように努めて参ります。と答弁いたしました。 

 次に春日議員の第２点目「セカンドブック事

業の導入」については、読書習慣の基礎作りに

なり、また、本との出会いを通じて、子どもた

ちの夢や希望が育まれ、ひいては大人や子ども

の読書への関心につながるものと考えている

ことから、先進的に導入している自治体の取組

や効果を調査し、さらに検討して参ります。と

答弁いたしました。 

 最後に、加澤議員からの「学校へのエアコン

の設置」については、十分必要性を感じている

ところであり、今後においては、関係課や関係

省庁と連携・協議を図りながら補助金等を活用

し、市内各小中学校の普通教室などにエアコン

を計画的に設置できるよう努めて参りたいと

考えております。と答弁いたしました。 

 以上でございます。 

  

■冨田教育長 

 今回の定例会には、４人の方々からご質問が

ありましたが、ただ今の報告につきまして、委

員の皆様から、ご質問等ございますか。 

 （「なし。」と声あり） 

 それでは、ないようですので、報告第１７号 

令和２年三沢市議会第４回定例会についての

報告は、終わりといたします。 

  

 次に、報告第１８号 令和３年度教育委員会

主要事業に係る当初予算要求についてを議題

といたします。 

 事務局より、説明をお願いします。 

  

■教育総務課長 

 報告第１８号 令和３年度教育委員会主要

事業に係る当初予算要求については、お手元の

資料に基づきまして、教育総務課担当事業の１

番から１４番のうち、主要なものについてご説

明いたします。 

 １番は、ＩＣＴ機器を活用した教育活動を行

うための支援業務委託についてです。これは小

中学校に整備する、タブレット端末、大型提示

装置、その他関連機器、教材等の有効活用と効

果的な授業構成等について指導・助言を行うＩ

ＣＴ支援員を配置するための業務委託で、新規

要望となっています。当初予算は、１，０１２

万円を要求しています。  

 次に、７番は、危険木の調査業務についてで

す。これは、小中学校の敷地内にある樹木につ

いて、倒木等の危険性を調査するための業務を

委託するもので、新規要望となっています。当

初予算は２５万円を要求しています。 

 次に、８番は危険木の伐採剪定業務について

です。これは、小中学校の敷地内にある樹木に

ついて、倒木等の危険性がある樹木の剪定及び
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伐採業務を委託するもので、新規要望となって

います。当初予算は３７６万６千円を要求して

います。 

 ２ページ目をお開きください。 

 ９番は小中学校営繕事業についてです。 

これは、経年劣化・老朽化等による校舎、設備

等の改修、修理や交換等を行うもので、継続要

望となっています。当初予算は、古間木小学校

給水配管漏水修繕ほか４４件、８,３１０万９

千円を要求しており、そのうち主なるものをご

説明いたします。 

 表の中段にあります小学校営繕工事費の①

上久保小学校特別棟雨水配管及び凍結防止ヒ

ーター改修工事についてです。これは、冬期間、

校舎の屋上にたまった雨水が原因で、事務室等

の天井から雨漏りがするため、劣化した竪樋や

凍結防止ヒーターを交換するものです。３３５

万５千円を要求しています 

 次に中学校営繕工事費の①第一中学校体育

館出入口屋上改修工事についてです。これは、

体育館出入口の屋上にたまった雨水が原因で、

玄関天井から雨漏りするため、劣化した屋上防

水の改修工事を行うものです。１６５万４千４

００円を要求しています。 

 ３ページ目をお開きください。 

 １３番は小中学校空調設備整備事業につい

てです。これは、児童・生徒の熱中症予防のた

め、市内小中学校の普通教室等に空調設備を設

置するため、整備工事に必要な施設の現況調査

や設計業務を行うもので、新規要望となってい

ます。当初予算では２,８８０万８千円を要求

しています。 

 次に、１４番は小中学校長寿命化改良事業に

ついてです。これは、今後、老朽化した学校施

設の更新、計画的な改修、予防保全を計画的に

行うもので、令和３年度は、老朽化が進んでい

る学校の躯体調査等を行うこととし、新規要望

となっています。当初予算では、３，３１３万

７千円を要求しています。 

 以上でございます。 

  

■学務課長 

 学務課からは、１点ご説明いたします。３ペ

ージの１５番 継続事業の要・準要保護学用品

費等援助費ですが、内容としまして、経済的理

由によって、就学困難と認められる児童生徒の

保護者に対し必要な援助を行うもので、令和２

年度は、２，１８３万５千円、令和３年度の要

求額は、２，０９９万７千円で、８３万８千円

の減額といたしました。これまでの認定者数の

推移を見て、より近い予算要求としました。 

 以上でございます。 

  

■学校教育課長 

 学校教育課からは、１６番から２３番までを

説明させていただきます。 

 １６番 総合的学習推進事業についてです

が、この項目の事業内容に訂正があります。事

業内容の一番下にある「外国人連絡相談員（謝

礼）を会計年度任用職員にするため減額」とい

う文章の削除をお願いします。 

 では、説明を続けます。国際理解教育の講師

派遣費、小学６年生全員を対象としたゆめ実現

推進事業、いわゆる夢チャレ教室、調べもの学

習用の教材としての新聞購読費、教育バス維持

管理費等が、主なものです。当初予算の要求額

は１万１千円増の４２５万４千円となってお

ります。これは、教育バスの新規購入が決定し

たことに伴い、消耗品・点検料等・維持管理費

が増額したことと学校行事用バス借り上げ料

が減額したことを相殺して、１万１千円の増額

となるものです。 

 次のページをお開きください。１７番 外国

青年招致事業は、外国語指導助手（ＡＬＴ）の

配置や英会話力向上、異文化理解のための諸事

業の実施が主な内容となっております。予算要

求の額は、昨年度から５０２万円増の１，３５

３万９千円となっております。これは、今年度
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まで中学校のみ指導していたＡＬＴ２名に加

え、新任のＡＬＴ１名の計３名を小中学校に配

置するため、人件費等がかかることから、増額

となるものです。 

 次に、1８番 英語教育推進事業は、国の教

育課程特例校の指定を受け、全小学校で１年生

から実施している英語活動科授業実施のため

の英語指導助手（ＡＥＴ）の配置、小学生対象

のジュニアイングリッシュデイ、中学生対象の

イングリッシュキャンプの開催、中学２・３年

生対象の英語検定料１回分の補助が主な内容

となっております。予算要求の額は、２３３万

２千円減の１,１０６万９千円となっておりま

す。これは、先ほど説明しましたＡＬＴ１名増

員に伴い、英語活動科におけるＡＥＴの回数が

減るため、減額となるものです。 

 次に、1９番 学校教育活動支援費は、教師

の指導力向上のため年２回理数教育研修講座

や研修主任研修講座等各種研修会の実施、全小

中学校における校外体験学習事業の実施、陸上

競技大会や理科研究発表会等市教育振興会行

事の実施、中体連・学校保健会等補助金や負担

金の補助が主な内容となっております。予算要

求の額は３９万８千円減の９５９万９千円と

なっております。この減額は、小学校は元年度

に中学校は２年度に教科書採択が終ったため、

上十三地区教科用図書採択協議会負担金が無

くなったことによるものです。 

 次に、２０番 豊かな心を育てる生徒指導活

動費は、心の教室相談員、スクールソーシャル

ワーカーの配置・派遣、三沢市いじめ防止対策

審議会開催に係る費用が主な内容となってお

ります。予算要求の額は１７７万１千円増の１，

０７６万７千円となっております。増額は、心

の教室相談員、スクールソーシャルワーカーの

勤務を週３日から４日に変更したことで、雇用

保険料が発生したことによるものです。 

 次に、２１番 教育支援・特別支援費は、小

中学校の障害を有する児童生徒の教育措置に

ついての調査審議と教育支援の実施、特別支援

教育理解啓発研修会の実施、特別支援教育関係

の教材等の購入等が主な内容となっておりま

す。予算要求の額は４万７千円増の１３３万４

千円となっております。これは、教育支援委員

会を開催する際の医師や臨床心理士の報酬及

び費用弁償の増額によるものです。 

 次に、２２番 指導費は、指導主事の資質向

上のための視察研修や会議等への参加、学校教

育への指導や支援、学校教育指導の方針と重点

という教師用指導書の作成・配布、児童生徒の

学力把握のための諸検査実施などが主な内容

となっております。予算要求の額は２１９万８

千円減の６２３万４千円となっております。こ

れは、教科書が新しくなったための教師用指導

書の購入が完了し、その分の経費がかからなく

なったための減額です。 

 次に、２３番 教育相談室設置費は、教育相

談員２名、適応指導員３名で悩みを持つ児童生

徒の相談活動や不登校児童生徒の適応指導業

務を実施しております。予算要求の額は２万円

減の３０万円となっております。これは、旅費

及び消耗品費が減額となったものです。 

 以上、学校教育課からの報告でした。 

  

■生涯学習課長 

 それでは、５ページをお開きください。生涯

学習課の予算要求概要についてご説明いたし

ます。 

 ２４番 遺跡発掘調査事業費は、平成２４年

度から３０年度に保存目的調査を実施した野

口貝塚・早稲田(1)貝塚の発掘調査報告書刊行

に向けた整理作業を実施いたします。要求額は、

１，４７３万９千円です。 

 次に、２５番 市道姉沼２号線遺跡発掘調査

事業は、市道姉沼２号線改修工事に先立ち、工

事計画地内に所在する平畑(3)遺跡の記録保存

調査及び出土品等の基礎整理作業を実施する

もので、要求額は、１，９８０万８千円です。 
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 次に、２６番 大空ひろば管理費は、公園の

維持管理費になり、要求額は、１，９５６万４

千円です。 

 次に、２９番 公民館費は、公会堂及び中央

公民館の管理運営費で、要求額は、１０，４５

８万３千円です。 

 ６ページをお開きください。３０番 図書館

費は、市立図書館の管理運営費で、要求額は、

６，１５９万円です。 

 次に、３１番 図書館改修事業は、トイレを

バリアフリーとするための改修工事で、１階女

子トイレと１階男子トイレをそれぞれ、和式２

か所を洋式１か所、２階身障者トイレの便器を

交換し、オストメイトに対応するものです。要

求額は、５３９万円です。  

 次に、３２番 歴史民俗資料館運営管理費で

す。要求額は、２，０８０万円です。 

 生涯学習課は、以上です。 

  

■学校給食センター所長 

 学校給食センターは、３４番 学校給食セン

ター運営費です。 

 来年度の給食実施予定日数は、２０１日、児

童・生徒数は、９月末現在の在籍数調べで小学

校２千６８人、中学校１千８１人の計３千１４

９人となり、予定食数は、年間延べ６６万１，

５０５食として、算出しております。当初予算

の要求総額は、３４，６４９万円となり、前年

度と比較しまして、１，２１３万９千円の増額

となりました。この増額の要因としては、今年

度好評である「頑張るメニュー」の材料費を当

初予算に組入れた事、また新センターの稼働か

ら７年を経過し、資機材等の大幅な更新・修繕

を要する事、さらに調理・搬送委託に係る人件

費の高騰が主なものとなっております。 

 以上です。 

  

■冨田教育長 

 それでは、ただ今の報告について、委員の皆

様から、ご質問等ございますか。 

  

■相沢委員 

 ７番と８番についてですが、まず、７番の調

査業務は全小中学校が対象なのか、また、調査

した結果で、８番にある危険木伐採剪定業務の

委託ということになると思いますが、今の段階

の算出はどのようにしてその要求額になった

のかということを教えてください。 

  

■教育総務課長 

 ７番の調査対象は、全小中学校です。８番で

すが、剪定しなければならない危険な樹木につ

いては、伐採手数料を基準にして予算化してお

ります。今後も継続して調査しながら、その結

果を基に危険個所の判断を行っていこうと考

えております。 

  

■冨田教育長 

 若干補足になりますが、気象的に強風が吹く

ようになってきており、近隣の施設等でも倒木

があったりしていますので、専門の方からしっ

かりと見て貰うことが大事であると考え、今回

新規に要求しておりました。この結果について

は、また後から説明申し上げて、周知を図って

いきたいと考えております。 

  

■本江委員 

 今の調査の事についてですが、冬の時期の例

えば第一中学校は、落雪のため校門からの通行

を止めていますが、木が大変大きくなってきて

おりますので、この時期の調査もしていかなけ

ればならないと、ふと思いました。多分、落雪

だけでなく、坂があり滑っているのも原因とな

っていると思います。 

  

■教育総務課長 

 今のご指摘の第一中学校は、正門から歴史の

ある大きな松の木が沢山ありますが、今回雪が
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継続的に降り、また気温も低くかった影響で木

に付いた雪が解けないで、落雪の危険があった

ため緊急の措置をしておりました。今回調査し

て雪が付くような大きな危険な樹木等も伐採

していきたいと考えております。 

  

■立花委員 

 １番の IＣＴ活用支援業務については、１２

校分となっていますが、支援員の実際の人数は

何人を予定しているのか、全ての学校にひとり

配置するのか、少ない人数で学校を回るように

するのか確認します。 

  

■教育総務課長 

 IＣＴ支援員は、今年度タブレット端末や周

辺機器の導入を進めておりまして、その活用や

先生方への授業支援等について、専門的な知識

のある方を配置し学校を回って貰い、アドバイ

スを受けられるような形にしていきたいと考

えております。全校対象ではありますが、今の

段階では、使用頻度や活用などが具体的にまだ

把握できておりません。先生方へのサポートと

して、教材作り、ソフトの紹介、機器の操作方

法など、１２校に対し専門の方のアドバイスを

いただくような内容になっております 

  

■冨田教育長 

 今、立花委員が質問されたのは、人数を何人

要求しているかについてでしたが、どうでしょ

うか。 

  

■教育総務係長 

 支援員の人数は、１名ということで予算要求

しておりました。 

  

■立花委員 

 先生方の教材の作り方など、色々と多岐にわ

たるような気がしますが、専門の方１名で対応

できるのか心配です。どのように対応していく

ことを想定しているのでしょうか。 

  

■教育総務係長 

 文科相では、４校に対して、支援員をひとり

配置するのが好ましいとなっておりますが、来

年度は、初年度でもありますし、結構な予算額

になりましたので、まずは、１名で各学校を巡

回しながら授業支援や機器の障害等にも対応

して貰いながら、様子をみて翌年度以降にまた

検討していきたいと考えております。 

  

■冨田教育長 

 教育委員会の基本的な考え方としては、機器

の整備と人の配置とをワンセットとして考え

ております。立花委員もひとりで十分なのかと

心配されておりますが、学校教育課では、その

活用についてどのように考えておりますか。 

  

■学校教育課長 

 私たちも教育委員会内で、プロジェクトチー

ムを作って、機器の導入から学校での活用方法

など考えてきたところ、先生方をサポートする

スタッフが必要となるので、その配置について

をずっと検討して参りました。 

 今年度は、IＣＴ支援員を配置しておりまし

たが、次年度、また同様の支援員を３名配置す

るか、あるいは専門的な知識や技能を持った方

を１名配置するかを検討したところ、機器のト

ラブルがあった時やアプリを入れて作業をす

る時など、やはり専門的な知識を持った方を配

置しないと先生方も活用していけないと判断

しました。専門の方の配置になると予算的にも

かなり高い額になりますので、次年度は、ひと

りの専門の方に各学校を回っていただき、先生

方がサポートを受けて活用していけるような

内容で要求いたしました。 

 また、次年度以降も学校での活用状況をみな

がら、更に検討し進めていきたいと考えており

ます。 
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■冨田教育長 

 教育委員会でも十分に検討してきている事、

また今年度まで指定校としてやってきて指導

の中心となっている方々の兼ね合いなども含

めて体制を組んで進めていくということです。

もちろん沢山の方を配置してサポートして貰

うことに越したことはありませんが、そういう

わけにもいきませんので、今までの流れの中に

専門の方をひとり組み入れていくという手法

で進めていきたいと考えております。 

  

■黒沢委員 

 １ページの２番と４番、ＡＥＤの購入のとこ

ろです。確認ですが、これは校舎側に１台、そ

して体育館にも１台で、各学校に２台設置する

ということでしょうか。 

  

■教育総務課長 

 現在は、各学校の校舎に１台ずつ平成２７年

度に設置しております。その他に体育館にも１

台設置したいということです。 

  

■黒沢委員 

 新たに体育館に設置予定のＡＥＤは、校長会

の要望であるとなっておりますが、どのような

要望であったのでしょうか。 

  

■教育総務課長 

 例年の校長会要望の中で、体育館は、夜間や

休日の部活動や一般開放等で使用するほか、避

難所としても位置付けられておりますので、体

育館にもＡＥＤが必要ではないかという要望

でした。 

  

■立花委員 

 そのＡＥＤは、学校で使用したことがあるの

でしょうか。緊急時のための設置であるので、

使わないに越したことはありませんが。 

  

■教育総務課長 

 私が管理している中で今までは、使用したこ

とがないと伺っております。 

  

■冨田教育長 

 校長会で毎月情報交換をしておりますが、Ａ

ＥＤを使用したという報告がありましたでし

ょうか。 

  

■学務課長 

 ＡＥＤが使用されたという事があれば、必ず

報告事案としてあがってきますが、今までその

ような報告がありませんので、教育総務課長が

言った通り、今のところ使用されておりません。 

  

■本江委員 

 ２０番の豊かな心を育てる生徒指導活動費

のスクールソーシャルワーカー２名の配置で

すが、小学校１名、中学校１名の２名について

は、拠点校を設けて配置し、何かあった時に派

遣するというような形ですか。 

  

■学校教育課長 

 スクールソーシャルワーカーですが、拠点校

は設けておりません。小学校５校、中学校１校

に対して、曜日によって回る学校を定めて動い

ているという形で、週３日の勤務になっており

ます。 

  

■立花委員 

 １７番のＡＬＴの配置については、新規の方

を含め３名体制で配置するとのことですが、今

のコロナ禍の中で、外国の方が日本に入国する

のが難しい状況になっているようです。そして、

イギリスで発生している変異種の感染者が増

えているようで、アメリカもその対象になって

くる事が十分に考えられますが、そのような状

況の中で人員の確保が大丈夫なのでしょうか。 
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■学校教育課長 

 委員さんがご心配なさるとおりですが、実状

を申しますと、ＡＬＴとＡＥＴの二つの役割が

あります。今年度の事業は、基地の中にいるＡ

ＥＴの方たちが、全く参加できず、駄目になり

ました。１学期に小学校の先生方とＡＥＴとで

授業する予定でしたが、それができず、２学期

から、２名で授業を行ってきました。この事も

鑑みて、ＡＬＴの方が、三沢市の職員として１

年間きちんと動けますので、徐々にＡＬＴに換

えていこうということになりました。 

 その、ＡＬＴが、１月に来る予定でしたが、

２月に延びて、待機した後、４月からは勤務が

可能であると報告がありました。 

  

■冨田教育長 

 他に、ご質問等ございますか。 

 （「なし。」声あり） 

 それでは、ないようですので、報告第１８号 

令和３年度教育委員会主要事業に係る当初予

算要求についての報告は、終わりといたします。 

 次に、報告第１９号 三沢市立図書館指定管

理者の指定についてを議題といたします。 

 事務局より、説明をお願いします。 

  

■生涯学習課長 

 生涯学習課から、先の議会で可決されました

議案についてご報告いたします。 

 報告第１９号 三沢市立図書館指定管理者

の指定についてです。 

 次のページをお開きください。指定管理者と

なる団体は、東京都文京区大塚３丁目１番１号

株式会社 図書館流通センターです。指定管理

期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３

１日までです。 

 以上でございます。 

  

■冨田教育長 

 ちなみに、現在の指定管理者が、そのまま継

続ということです。 

 それでは、ただ今の報告について、委員の皆

様から、ご質問等ございますか。 

 （「なし。」と声あり） 

 それでは、ないようですので、報告第１９号 

三沢市立図書館指定管理者の指定についての

報告は、終わりといたします。 

  

 次に、報告第２０号 三沢市大空ひろば指定

管理者の指定についてを議題といたします。 

 事務局より、説明をお願いします。 

  

■生涯学習課長 

 報告第２０号 三沢市大空ひろば指定管理

者の指定についてです。 

 次のページをお開きください。指定管理者と

なる団体は、三沢市栄町１丁３１番地３８０８

号 テイクオフみさわ 代表 育栄管財株式

会社です。指定管理期間は、令和３年４月１日

から令和８年３月３１日までです。 

 生涯学習課からは以上です。 

  

■冨田教育長 

 それでは、ただ今の報告について、委員の皆

様から、ご質問等ございますか。 

  

■立花委員 

 今の報告の指定管理者も継続ですか。 

  

■生涯学習課長 

 はい、今まで通りの継続でございます。 

  

■冨田教育長 

 他に、ご質問等ございますか。 

 （「なし。」と声あり） 

 それでは、ないようですので、報告第２０号 

三沢市大空ひろば指定管理者の指定について

の報告は、終わりといたします。 
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○日程第６ その他 

  

■冨田教育長 

 続いて、その他に移ります。 

委員の皆様にお知らせする事項をお手元に

配付しておりますので、学校教育課からお願い

します。 

  

■学校教育課長 

 それでは、学校教育課から、その他の報告事

項をご説明します。 

 １２月５日と６日の２日間で、外務省とＤＯ

ＤＥＡ（アメリカ国防省教育部）が主管となり、

「地元から世界へ Innovator's Camp」を開

催しました。三沢市内の中学校生徒１１名と基

地内アメリカンスクールの生徒１５名が参加

し、三沢市の祭りや特産品などの地域資源を生

かした「三沢の新しい魅力」を考え、ジェーム

ズ・ウェロンズ副司令官、鈴木隼人外務政務官、

小檜山市長、冨田教育長等の前で発表しました。

２６名の参加者は７つのグループに別れ、「世

界の料理を楽しむ祭り」や「三沢市の名所を巡

るツアー」「特産物のデザインを生かしたアト

ラクション」など、それぞれ豊かなアイディア

を英語で発表しました。その様子は、別添に、

新聞記事を添付しております。 

 参加した中学生は、同じような企画があった

らまた参加したいと全員が意欲的に回答しま

した。報道機関からインタビューを受けた生徒

は「英語を使うのは難しかったけど勉強になっ

た。これから外国人に会ったときには、三沢市

のことを英語で伝えたい」などと、堂々と答え

ていました。お互いの言葉や文化の違いを超え

て、一つの作品をつくったことで楽しさを実感

するとともに、自分の世界を広げる活動になっ

たと感じました。 

 この後、三沢市に続いて、米軍と交流のある

山口県岩国市及び長崎県佐世保市で事業の実

施が予定されています。 

 続きまして、三沢市連合ＰＴＡが作成した

「with コロナ啓発カード」について説明しま

す。 

 三沢市連合ＰＴＡは、市内で新型コロナウイ

ルス感染症が発生した場合に誹謗中傷が起こ

らないように、保護者からも子供たちに伝え、

心を育てていくことを目的として、校長会と教

育委員会と三者で連携を図りしながら、啓発カ

ードを作成しました。 

 お手元に配布させていただきましたが、作成

したカードの表面には「with コロナ責められ

るべきは感染した人や地域ではなく新型コロ

ナウイルスです！」というメッセージを、裏面

には発熱等の症状がある場合の対応の情報を

載せ、財布等に入れて携帯できるように仕上げ

ました。 

 完成したことを１５日に教育長へ、２１日に

市長へ報告しました。昨日、２２日には各学校

の児童生徒を通じて、各家庭に配布されていま

す。 

 新型コロナウイルス感染症が市内で発生し

ないことを願いますが、もし発生したときの誹

謗中傷等について、学校では道徳や学級活動を

中心として指導し、家庭では保護者から同じよ

うな言葉をかけていただき、両者で子供たちの

心を育てていくことにつながっていけばいい

と考えており、三沢市連合ＰＴＡの活動はすば

らしいと感じています。 

 以上、学校教育課からの報告でした。 

  

■生涯学習課長 

 生涯学習課からは、その他の２ページ目をご

覧ください。 

 令和３年三沢市成人式の延期について報告

いたします。開催日時を令和３年１月１０日、

日曜日としておりました三沢市成人式を令和

３年８月を目途に延期いたします。 
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 全国的に新型コロナウイルス感染症の感染

者が増加している中、市外から移動し、一堂に

集まる機会を設けることが社会情勢にそぐわ

ない状況と判断いたしました。新成人対象は、

平成１２年４月２日から平成１３年４月１日

までの出生者です。１０月２８日現在、住民登

録者４１４人で、１２月２２日現在、成人式参

加申し込み人数は１８９人です。記念品につい

ては、参加申し込みをされた新成人はもちろん、

希望する新成人にも贈呈いたします。 

 次に、毎年成人式の翌日に開催しております

三沢市民俗芸能公演会は、主催者である三沢市

民俗芸能保存会連絡協議会の判断により、今年

度は、中止となりましたので、お知らせいたし

ます。 

 以上でございます。 

  

■冨田教育長 

 各課から説明いただきましたが、他に報告し

たい事項はございませんか。 

 （「なし。」と声あり） 

 それでは、委員の皆様からご質問やご確認等

ございませんか。 

  

■相沢委員 

 成人式の事で確認です。８月頃に延期すると

の事ですが、開催時期が決定したら、また、開

催案内を通知するのですか。  

  

■生涯学習課長 

 決まった時点で、もう一度ご案内したいと思

っております。コロナの状況も関係してきます

が、やはり、参加人数や連絡先を把握するため

にもご案内し、再度、参加の希望を取りたいと

考えておりました。 

  

■冨田教育長 

 他に、ご質問等ございますか。 

 （「なし。」声あり） 

 それでは、ないようですので、その他につい

ては、終わります。 

  

 最後に委員の皆様から委員会の事業等につ

いて、確認したい事やご意見・ご感想等をいつ

もの順番でお願いします。 

  

■本江委員 

 今日、学校では終業式を迎えましたが、コロ

ナ禍で大変学校では苦慮したと思いますが、教

育委員会の色々なサポートや後押しのお陰で

先生方が安心して行事等を進めることができ

たと思います。特に修学旅行や文化祭等は、教

育委員会の後押しがあったからこそ、順調に進

めることができたと思います。大変学校では助

けられたのではないかと思います。そして、校

長会と教育委員会とが一致団結して進んだこ

とが何よりだったと思います。 

 また、先週から大雪が降りましたが、各学校

では、技能主事さんがきれいに除雪をしていま

す。ただ、冬休みに入ると、子供たちも気が緩

みますので、十分気を付けなければならないと

思います。 

 次に、各学校では授業が順調に進んでいると

のことではありますが、多分中学校３年生は非

常に不安を抱えている時期だと思います。塾か

らの帰りも遅くなるし、進路決定に非常に悩む

時期です。募集人数が減ったこととか、子供た

ちは色々と考えていると思いますので、各学校

に対し、サポートしていただければ、子供たち

も安心して受験できると思っています。 

今年は児童も生徒も先生方も「本当に頑張っ

た」と一声かけてあげたいと思います。 

 ありがとうございました。 

 

■黒沢委員 

 １２月に入ってから、県内のコロナ感染者数

も増えている状況ではありますが、そして、全

国的にはこの年末年始を大変重要視している
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ようです。そこで、冬休みに入る前に、連合Ｐ

ＴＡのご協力を得て、「with コロナ」を発信で

きたのは、良いタイミングであったと思います。

きっと、市内でも、身近でコロナの濃厚接触者

と接触したとか、実は感染者と接触したとかと

聞こえる様になってきています。そういった中

で、きちんと受診をするためには、誹謗中傷を

恐れてはならないし、これ以上感染を広げない

ためには、しっかりとした感染症対策や心の部

分でも対策を図らなければならないと思いま

す。この連合ＰＴＡと保護者、そして子供から

という双方の取組は、とても素晴らしいと思い

ました。 

 年末年始には色々なことが起きるような気

がします。特に三沢市は単身赴任や転校生など

時期的にもあると思いますので、そういった

方々にも丁寧に対応していただければと思い

ます。まずは、with コロナの発信で、心の準

備ができたのは良かったと思います。 

 改めて今年１年間は本当に大変な年であっ

たと思いますが、市の役割、教育委員会の役割、

そして皆で思いをひとつにする大切さを気付

かされた年であり、改めて保護者のご協力が大

切であると気付かされた年であったと思いま

す。また来年も、きっと穏やかなスタートはき

れないと思いますが、この熱い思いをそのまま、

また新年も続けていきたいと思います。 

 改めて、どうぞよろしくお願いいたします。 

  

■相沢委員 

 来年度に向けた予算要求の内容ですが、永年

事業などは、何年も前から同じような予算を要

求していますが、やっぱり内容的には必要であ

ると毎年思います。なかなか予算にも限りがあ

るので、予算を続けていくのは難しい現状では

ありますが、継続して必要な事であると言って

いく事が大事であると思います。「必要なもの

は、必要だ」と言い続けて欲しいと思います。 

 新規の予算も今回ありましたが、樹木の調査

も必要であると思いますので、新規の要求もあ

って良かったと思います。状況が変わると、新

しいものが出てきますので、それを見逃さず、

常に状況を見ていくというのが大事だと思い

ます。そのようなことができていて良かったし、

できるだけ実現できると良いと思います。 

 学校の様子ですが、大体の主な行事は２学期

までに終わっていると思います。１学期にでき

ずに２学期になんとかできる形でとやってく

ださり、２学期は忙しい状況であったと聞いて

おります。学校もとても大変だったと思います

が、先生方の努力とそれに対する保護者の理解

があっての実現だと思いますので、ありがたい

と思っております。子供たちに経験をさせられ

て良かったと思います。 

 最後に連合ＰＴＡの「with コロナ啓発カー

ド」ですが、今までは学校や市からこういう風

にしましょうというような啓発などや注意の

発信があったのですが、ＰＴＡや保護者から啓

発があるとうまくいくのかなと思いました。子

供たちの認識も自分の親がそのように思って

いるのだと考えるのではないかと思いました。

市全体として統一した考えでこの環境を受け

止められるのではないでしょうか。連合ＰＴＡ

からの発信があったということで、改めて感謝

したいと思いました。 

 コロナは、まだまだ落ち着く様子はありませ

んが、それぞれの立場で、やれることを一生懸

命やっているように感じますので、来年もその

ような形で、良い方向に向かっていければ良い

と思います。 

 以上です。 

  

■立花委員 

 ひとつ確認ですが、冬休みが明日からという

ことですが、さっきラジオを聞きながら来たら

上北地域で、若干授業の遅れがあり、冬休みを

短くすると言っていましたが、三沢市において

はどうでしょうか。 
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■学校教育課長 

 三沢市は、昨年度に学校が休業になったのが

１４日、今年度が８日、合計で２２日になりま

した。その後、各学校と相談しながら夏休みと

冬休みで、併せて６日程度出校していて、現時

点でかなり挽回しておりますので、三沢市では

遅れがない状況です。 

  

■立花委員 

 ちなみに、いつまで冬休みですか。 

  

■学校教育課長 

 １５日が始業式ですので、１４日までです。 

  

■立花委員 

 その辺は校長先生方もある程度計画的にう

まくやりくりしていて、進んでいると聞いてい

ましたので、まずは一安心ですが、ただ、これ

から受験生にとっては大変な時期を迎えます。

インフルエンザはコロナの予防のためか、あま

り感染していない状況で、ある意味安心ですが、

コロナに関してはまだまだです。今のところは

大都市を中心に、医療崩壊になっているという

ニュースも流れておりますので、先ほど、連合

ＰＴＡの「with コロナ」のお話が出ていまし

たが、それも大事ですが、いざ、コロナが発生

すると、心が病んでしまい看護師さんにあたっ

たりして相当の看護師さんが辞めているよう

ですが、なかなか冷静に判断できなくなる方も

いると思いますので、連合ＰＴＡも含め、三沢

市でも大いに発信していくようにしていただ

きたいと思います。 

 先日、天気が荒れて大きい道路の様子もあま

り良くない状態で、歩道の除雪をしていても強

い風が吹くとすぐ埋まってしまうという状況

でした。もし、出来るのであれば、教育委員会

の方でも下校時の様子を見ていただき、極力安

全な体制で、子供たちが登下校できるようにし

ていただきたいと思います。 

 以上です。 

  

冨田教育長 

 今の歩道の除雪の関係についてですが、何か

ありましたらお願いします。 

  

■教育総務課長 

 歩道の除雪に関しては、三沢市の土木課で担

当しやっておりますが、除雪のタイミングは、

概ね朝方や学校が始まる前です。中には吹き溜

まりや積もりやすい場所、溜まりやすい場所も

ありますので、そのような情報もいただければ、

当課で依頼してやって貰っておるケースもあ

ります。状況を見ながら、今後とも気を付けて

参りたいと思います。 

  

冨田教育長 

 私どもも、朝の通勤途中に遠回りしながら、

学校の除雪の状況や通学路の吹き溜まる所を

確認しており、状況に応じ関係課へもお願いし

ておるところです。ただ、今回のように大雪が

降ると、子供たちの登校に合わせて除雪するの

は、大変難しい状況です。一部の町内会やＰＴ

Ａでは、少し除雪をやってくださるところもあ

り、非常にありがたいと思っています。緊急性

がある、一部交差点の盛り上がっている所など

の除雪は、先生方も一緒に出ています。 

 今後も、そのようなことを大事にしていきた

いと思っております。 

 他に、全体を通じて、確認したいことなどあ

りますか。 

  

 それでは、相沢委員が１月４日をもちまして、

教育委員の任期が満了となりますことから、本

日が最後の定例教育委員会となりましたので、

ここで、相沢委員からお言葉をいただきたいと

思います。 

  

■相沢委員 
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 私が、教育委員となって、２期８年になりま

した。正直なところ、最初は教育委員会の存在

も詳しくわからず、保護者の立場ということで、

会議にも参加させて貰いました。振り返ると、

私が色々教えていただき、気付かされたことが

とても多くて、色々学ばせてもらったのが大き

かったという感じです。同じ先輩の発言や考え

方などの中で、自分の役割など考えながら、８

年が過ぎてしまいました。保護者という立場で

やっていた時は、自分の子供が学校へ通ってい

る時で、学校の先生や教育委員会では、このよ

うなことを考えてやってくださっていたから、

自分の子供が学校で過ごせたのだと思いまし

た。別な視点で見ることができ、とても感謝し

ております。 

 教育委員会でも、学校だけでなく市民に向け

た活動で言うと、生涯学習ということで、何歳

になっても学んだり、楽しみを感じながら、人

生一生勉強で、楽しみをもって生きるというこ

とが大事だと気付かされました。 

 教育委員会の中でも、８年前から、行事や進

め方が、ちょっとずつ変わってきた部分があり

ます。毎年恒例のようにやるだけでなく、常に

もっと良いものにならないだろうかという視

点で考えていただきたいと会議の中で何度か

申し上げましたが、段々とそのようになってき

ました。色々なものが変わってきて、工夫され

てきておりました。 

 事務局のメンバーは変わりますが、気持ちは

そのまま継続していただいて、今後も良い街を

作っていただきたいと思います。そのような中

で私もちょっとでもお力になれたのでしたら

嬉しいと思いました。お世話になることが多か

ったのですが、私にとって、とても貴重な時間

をありがとうございました。 

  

 （拍手） 

  

                   

○日程第７ 閉会 

  

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 以上で、日程は全て終了いたしました。これ

を持ちまして、１２月定例教育委員会を閉会い

たします。 

  

 １月定例会の日程ですが、１月２６日 火曜

日 午前９時に開催したいと考えております

が、いかがでしょうか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、１月定例会は、１

月２６日 火曜日 午前９時からといたしま

すので、よろしくお願いします。 

  

                   

  

   閉会   １６時１１分 

  

  

  

■会議録署名者 

  

 教育委員  立 花   肇 

  

 教育委員  相 沢 靖 恵 

  

 書  記  今 村 多美代 

  

  


